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第１期 

運 用 報 告 書 (全 体 版 ) 

 

米国ネクストビジョンファンド
(為替ヘッジなし) 

 

【2022年４月18日決算】 

 

受益者の皆様へ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。

皆様の「米国ネクストビジョンファンド(為替ヘッ

ジなし)」は、2022年４月18日に第１期決算を迎えま

したので、設定以来の運用状況ならびに決算のご報告

を申し上げます。 

今後とも、一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 

信 託 期 間 2021年10月25日から2026年10月16日までです。 

運 用 方 針 

投資信託証券への投資を通じて、主として
米国のテクノロジー関連企業の株式に投資
します。 
実質組入外貨建資産については、原則とし
て為替ヘッジを行いません。 

主 要 投 資 
対 象 

当ファンド 

ＪＰモルガン・ファンズ―
ＵＳテクノロジー・ファンド
（Iクラス）（円建て）および
マネー・リクイディティ・マ
ザーファンドを主要投資対
象とします。 

Ｊ Ｐ モ ル ガ ン ・ 
フ ァ ン ズ ― 
ＵＳテクノロジー・ 
ファンド（Iクラス） 
（ 円 建 て ） 

米国のテクノロジー関連企
業の株式を主要投資対象と
します。 

マ ネ ー ・ 
リクイディティ・ 
マザーファンド 

わが国の公社債および短期
金融商品を主要投資対象と
します。 

投 資 制 限 

投資信託証券への投資割合には制限を設け
ません。 
株式への直接投資は行いません。 
外貨建資産への直接投資は行いません。 

分 配 方 針 

年２回、４月および10月の各月の17日（休業
日の場合は翌営業日）に決算を行い、原則と
して、以下の方針に基づき、収益分配を行い
ます。 
分配対象収益の範囲は、繰越分を含めた経
費控除後の配当等収益と売買益（評価益を
含みます。）等の全額とします。 
繰越分を含めた配当等収益には、マザー
ファンドの配当等収益のうち、投資信託財
産に帰属すべき配当等収益を含むものとし
ます。 
分配金額は、委託会社が分配可能額、基準価
額水準等を勘案のうえ決定します。分配可
能額が少額の場合や基準価額水準によって
は、収益分配を行わないことがあります。 
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米国ネクストビジョンファンド(為替ヘッジなし) 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 S&P 500指数（円換算後） 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（参考指数） 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円 

2021年10月25日 10,000 － － 516,846.03 － － － 15,767 

１期(2022年４月18日) 8,536 0 △14.6 556,453.30 7.7 0.2 96.4 85,937 
 

（注） 基準価額および分配金（税引前）は１万口当たり、基準価額の騰落率は分配金（税引前）込み。 

（注） 設定日の基準価額および純資産総額は当初設定元本。 

（注） S&P 500指数（円換算後）は当ファンドの参考指数であり、ベンチマークではありません。 

S&P 500指数（円換算後）は、当該日前営業日の現地終値に為替レート（対顧客電信売買相場の当日（東京）の仲値）を乗じて岡三ア

セットマネジメントが算出しています。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、債券組入比率は実質比率を記載しております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 S&P 500指数（円換算後） 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率 

(設定日) 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 

2021年10月25日 10,000 － 516,846.03 － － － 

10月末 10,032 0.3 522,475.06 1.1 0.2 95.5 

11月末 10,436 4.4 529,630.07 2.5 0.1 94.6 

12月末 10,131 1.3 551,297.76 6.7 0.2 97.0 

2022年１月末 7,831 △21.7 511,612.76 △1.0 0.2 97.3 

２月末 8,091 △19.1 506,646.31 △2.0 0.2 97.6 

３月末 9,159 △ 8.4 563,293.86 9.0 0.2 97.0 

(期  末)       

2022年４月18日 8,536 △14.6 556,453.30 7.7 0.2 96.4 
 

（注） 騰落率は設定日比。 

 

  



品 名：90009_553348_001_03_米国ネクストビジョンファンド(為替ヘッジなし)_913579.docx 

日 時：2022/6/1 13:32:00 

ページ：2 

 

― 2 ― 

米国ネクストビジョンファンド(為替ヘッジなし) 

  

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 参考指数は、S&P 500指数（円換算後）です。 
（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、設定日（2021年10月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 
（注） 設定日の基準価額は設定当初の金額、純資産総額は設定当初の元本額を表示しております。（以下同じ。） 

 

○基準価額の主な変動要因 
当ファンドの主要投資対象である「ＪＰモルガン・ファンズ―ＵＳテクノロジー・ファンド（Iクラス）（円建て）」

における主なプラス要因およびマイナス要因は以下の通りです。 
 

（主なプラス要因） 

・大型テクノロジー株の株価上昇がプラス要因となりました。個別銘柄では、ＴＥＳＬＡ ＩＮＣやＡＰＰＬＥ 

ＩＮＣ、ＱＵＡＬＣＯＭＭ ＩＮＣなどの組入れがプラス要因となりました。 

・為替市場において、米ドルが円に対して上昇（円安）したことがプラス要因となりました。 
 

（主なマイナス要因） 

・業績の先行き懸念が高まった銘柄や、株価上昇の反動で利益確定売りの圧力が急速に高まった銘柄の株価下落が

マイナスに影響しました。 

・個別銘柄では、ＨＵＢＳＰＯＴ ＩＮＣやＡＦＦＩＲＭ ＨＯＬＤＩＮＧＳ ＩＮＣ、ＲＯＫＵ ＩＮＣなどの株価

下落がマイナスに影響しました。  
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米国ネクストビジョンファンド(為替ヘッジなし) 

  
米国株式市場は、設定日から2021年末にかけては、新型コロナウイルスの変異株の感染拡大や金利の先高観への

懸念が一時的に高まったものの、景気の拡大や企業の好決算への期待が支援材料となり上昇しました。しかし、2022

年に入ってからは、米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）の議事要旨で早期利上げの可能性が示唆され、金融引き締め

や米国債利回り上昇に対する警戒感が高まったことに加え、ウクライナ情勢の悪化が重なったことから、３月中旬

にかけて下落局面が続きました。３月中旬から下旬にかけては、原油価格の上昇が一服する中、年初来で大きく調整

したハイテク株を中心に株式市場は上昇に転じました。４月に入ってからは、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が積

極的な金融引き締めを行うとの見方が強まり、米国債利回り上昇に対する警戒感が高まったことから、株価は反落

する展開となりました。 

為替（米ドル／円）は、設定日から2022年２月にかけては、概ね113円から116円のレンジ内で推移する動きが続き

ました。その後、３月のＦＯＭＣにおいて参加者の2022年末の政策金利見通しが大幅に引き上げられたことなどを

背景に米国債利回りが上昇したことに加え、資源価格の高止まりに伴う日本の貿易収支の悪化が意識されて円を売

る動きが進んだことから、米ドル／円は上昇（米ドル高／円安）する展開になりました。 

国内短期金融市場は、日銀がマイナス金利政策を継続していることを背景に、短期金利がマイナス圏で推移しま

した。 

 

  
＜米国ネクストビジョンファンド(為替ヘッジなし)＞ 

「ＪＰモルガン・ファンズ―ＵＳテクノロジー・ファンド（Iクラス）（円建て）」、「マネー・リクイディティ・マ

ザーファンド」を主要投資対象とし、「ＪＰモルガン・ファンズ―ＵＳテクノロジー・ファンド（Iクラス）（円建て）」

を高位に組み入れて運用を行いました。 

 

○ＪＰモルガン・ファンズ―ＵＳテクノロジー・ファンド（Iクラス）（円建て） 

主に米国のテクノロジー関連企業に投資することにより、長期的な資産の成長を目指した運用を行いました。当

期の投資行動では、市場の変動性が高い中、魅力的な投資機会が多く生じたと考え、この機会を活用した投資行動を

取りました。株価の下落局面において、クオリティが高いソフトウェア企業に追加投資を行いました。また、相対的

に長い歴史を有する企業のうち、ファンダメンタルズの改善が期待されるクラウドサービス企業への新規投資を開

始しました。サブセクターでは、データセンターの需要増を背景に、構造的な収益の伸びが期待される半導体セク

ターに注目し、銘柄選別を強化しました。 

実質組入外貨建資産につきましては、運用の基本方針に則り、為替ヘッジは行いませんでした。 

 

○マネー・リクイディティ・マザーファンド 

わが国の公社債および短期金融商品を主要投資対象とした運用を行いました。当期中は、政府保証債を組み入れ

ました。 
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米国ネクストビジョンファンド(為替ヘッジなし) 

  
当ファンドは特定のベンチマークを設けておりません

が、当ファンドの基準価額の騰落率は、参考指数である

S&P 500指数（円換算後）の騰落率を22.3％下回りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
当ファンドは年２回、４月および10月の各月の17日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、収益分配を行いま

す。分配対象収益の範囲は、繰越分を含めた経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額とし

ます。分配金額は、委託会社が分配可能額、基準価額水準等を勘案して決定します。 

当期の分配につきましては、見送りとさせていただきました。 

 （単位：円、１万口当たり・税引前） 

項 目 
第１期 

2021年10月25日～ 
2022年４月18日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 －  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 

（注） 参考指数は、S&P 500指数（円換算後）です。 
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米国ネクストビジョンファンド(為替ヘッジなし) 

  
（投資環境の見通し） 

米国株式市場は、短期的にはロシアへの経済制裁が世界景気やインフレに与える影響、またＦＲＢによる金融政

策の見通しなどを巡って変動性が高い状況が続くと考えられます。テクノロジーセクターでは足元において、今後

の長期的な需要拡大と成長が期待されるにもかかわらず、市場で過小評価されていると思われる銘柄が多く存在す

ると考えます。中長期的には、クラウドや自動化、デジタル・バンキング、eコマースなどの分野の企業を中心に、

収益成長が長期にわたって続くとの期待が株価の上昇につながると考えられます。 

為替市場（米ドル／円）は、短期的には急速な円安進行に対する反動から円高圧力が強まると考えられるものの、

海外の中央銀行と日銀の金融政策スタンスの違いに加え、原油等の資源価格上昇に伴う日本の貿易収支悪化を背景

に、円安基調が継続する可能性が高いと想定しています。 

国内短期金融市場は、日銀によるマイナス金利政策の継続が見込まれることから、主要な投資対象であるわが国

の公社債および短期金融商品の利回りがマイナス圏での推移となり、今後も厳しい運用環境が続くと予想されます。 

 

＜米国ネクストビジョンファンド(為替ヘッジなし)＞ 

「ＪＰモルガン・ファンズ―ＵＳテクノロジー・ファンド（Iクラス）（円建て）」を高位に組み入れて運用を行います。 

 

○ＪＰモルガン・ファンズ―ＵＳテクノロジー・ファンド（Iクラス）（円建て） 

米国経済や企業業績などのファンダメンタルズをより注視しながら、主に米国のテクノロジー関連企業に投資す

ることにより、長期的な資産の成長を目指した運用を行います。短期的には金利上昇が影響を与える可能性がある

ものの、長期的には企業の収益が株式市場の主要なパフォーマンスの源泉となると考えており、市場の調整局面が

あれば、魅力的なファンダメンタルズを持ちながら割安となった銘柄を組み入れていく方針です。また、引き続き、

強固な収益基盤を持つと考える銘柄、確信度の高い銘柄を中心にポートフォリオを構築していきます。 

実質組入外貨建資産につきましては、運用の基本方針に則り、為替ヘッジは行わない方針です。 

 

○マネー・リクイディティ・マザーファンド 

わが国の公社債および短期金融商品を主要投資対象とし、安定した収益確保を目的に運用を行います。 
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米国ネクストビジョンファンド(為替ヘッジなし) 

○１万口当たりの費用明細 (2021年10月25日～2022年４月18日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 58  0.626  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (17)  (0.186)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (39)  (0.424)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.016)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.007   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.006)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  その他は、金銭信託支払手数料 

 合 計 59   0.633    

期中の平均基準価額は、9,280円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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米国ネクストビジョンファンド(為替ヘッジなし) 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.31％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 投資先ファンドの比率は、当運用報告書作成時点において、開示できる情報はありません。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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米国ネクストビジョンファンド(為替ヘッジなし) 

○売買及び取引の状況 (2021年10月25日～2022年４月18日) 

○売買及び取引の状況とは、ファンドが購入・売却した有価証券の数量および金額です。 
 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 口 千円 口 千円  
ＪＰモルガン・ファンズ―ＵＳテクノロジー・ファンド（Iクラス）（円建て） 9,694,275 92,001,000 － －  

 
（注） 金額は受渡代金。 

（注） 単位未満は切捨て。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
マネー・リクイディティ・マザーファンド 168,212 168,237 － － 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年10月25日～2022年４月18日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2022年４月18日現在) 

 

銘 柄 
当 期 末 

口 数 評 価 額 比 率 

 口 千円 ％ 

ＪＰモルガン・ファンズ―ＵＳテクノロジー・ファンド（Iクラス）（円建て） 9,694,275 82,808,504 96.4 

合 計 9,694,275 82,808,504 96.4 
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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米国ネクストビジョンファンド(為替ヘッジなし) 

 

銘 柄 
当 期 末 

口 数 評 価 額 

 千口 千円 

マネー・リクイディティ・マザーファンド 168,212 168,196 
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2022年４月18日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資証券 82,808,504 93.3 

マネー・リクイディティ・マザーファンド 168,196 0.2 

コール・ローン等、その他 5,784,441 6.5 

投資信託財産総額 88,761,141 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

 

  

親投資信託残高 
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米国ネクストビジョンファンド(為替ヘッジなし) 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年４月18日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 88,761,141,167   

 コール・ローン等 5,784,440,582   

 投資証券(評価額) 82,808,504,558   

 マネー・リクイディティ・マザーファンド(評価額) 168,196,027   

(B) 負債 2,823,707,234   

 未払金 2,458,000,000   

 未払解約金 35,122,060   

 未払信託報酬 327,225,577   

 未払利息 5,286   

 その他未払費用 3,354,311   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 85,937,433,933   

 元本 100,671,772,095   

 次期繰越損益金 △ 14,734,338,162   

(D) 受益権総口数 100,671,772,095口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,536円 
 

（注） 純資産総額が元本総額を下回っており、その差額は14,734,338,162

円です。 

（注） 計算期間末における１口当たりの純資産額は、0.8536円です。

（注） 当ファンドの当初設定元本額は15,767,651,365円、期中追加設定

元本額は85,791,204,595円、期中一部解約元本額は887,083,865

円です。 

○損益の状況 (2021年10月25日～2022年４月18日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       312,308   

 受取利息 16,090   

 支払利息 △       328,398   

(B) 有価証券売買損益 △ 9,079,791,998   

 売買益 112,124,855   

 売買損 △ 9,191,916,853   

(C) 信託報酬等 △   330,737,279   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 9,410,841,585   

(E) 追加信託差損益金 △ 5,323,496,577   

 (配当等相当額) (△       473,557)  

 (売買損益相当額) (△ 5,323,023,020)  

(F) 計(Ｄ＋Ｅ) △14,734,338,162   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) △14,734,338,162   

 追加信託差損益金 △ 5,323,496,577   

 (配当等相当額) (△       445,604)  

 (売買損益相当額) (△ 5,323,050,973)  

 繰越損益金 △ 9,410,841,585   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は、期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定した価額から元本を差し引いた差額分を

いいます。 

（注）収益分配金 

決算期 第１期 

(a) 配当等収益(費用控除後) 0円 

(b) 有価証券等損益額(費用控除後、繰越欠損金補填後) 0円 

(c) 信託約款に規定する収益調整金 0円 

(d) 信託約款に規定する分配準備積立金 －円 

 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 0円 

 分配対象収益(１万口当たり) 0円 

 分配金額 0円 

 分配金額(１万口当たり) 0円 

 
 

<お知らせ> 
該当事項はございません。 
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米国ネクストビジョンファンド(為替ヘッジなし) 

用語解説 
○資産、負債、元本及び基準価額の状況は、期末における資産、負債、元本及び基準価額の計算過程を表しています。
主な項目の説明は次の通りです。 

項 目 説 明 

資産 ファンドが保有する財産の合計です。 
コール・ローン等 金融機関向けの安全性の高い短期貸付運用などの残高です。 
各種有価証券等(評価額) 組入れた株式・債券・ファンドなどの評価金額です。 
未収入金 入金が予定されている有価証券の売却代金などです。 
未収配当金 入金が予定されている株式の配当金等です。 

未収利息 
入金が予定されているコール・ローン等の利息や債券の利息
の合計です。 

負債 支払いが予定されている金額の合計です。 
未払収益分配金 期末時点で支払いが予定されている収益分配金です。 
未払解約金 支払いが予定されている解約金です。 
未払信託報酬 支払いが予定されている信託報酬の額です。 
その他未払費用 支払いが予定されている監査費用、その他の費用です。 

純資産総額(資産－負債) 
ファンドが保有する財産の合計から支払いが予定されてい
る金額の合計を差し引いたものです。 

元本 ファンド全体の元本残高です。 

次期繰越損益金 
純資産総額と元本の差額(翌期に繰り越す損益金の合計額)
です。 

受益権総口数 受益者が保有する受益権口数の合計です。 
1(万)口当たり基準価額 1(万)口当たりのファンドの時価です。 

 

用語解説 
○損益の状況は、期中にファンドがどのような収益や損失を計上したかを表しています。主な項目の説明は次の通り
です。 

項 目 説 明 

配当等収益 ファンドが受取った配当金・利息等の合計です。 
受取配当金 保有する株式等の配当金等です。 
受取利息 債券、コール・ローン等の利息等です。 

有価証券売買損益 有価証券の売買損益と期末の評価損益の合計額です。 
売買益 売買益と期末評価益の合計です。 
売買損 売買損と期末評価損の合計です。 

信託報酬等 
信託報酬のほか保管費用、監査費用、その他の費用と、それ
らに掛かる消費税等相当額です。 

当期損益金 当期における収支合計です。 

前期繰越損益金 
前期分の分配準備積立金と繰越損益金の合計額から当期中
の解約に対する持分を控除した金額です。 

追加信託差損益金 受益者がファンドに払い込んだ金額と元本との差額です。 
(配当等相当額) 配当等に相当する額です。 
(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。 

計 収益分配前の期中の収支の総合計です。 
収益分配金 期中の分配可能額から受益者に支払われる分配金です。 
次期繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の合計です。 
追加信託差損益金 翌期に繰り越す追加信託差損益金です。 
(配当等相当額) 配当等に相当する額です。 
(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。 
分配準備積立金 翌期に繰り越す分配準備積立金の額です。 
繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の額です。 

  



品 名：90009_553348_001_03_米国ネクストビジョンファンド(為替ヘッジなし)_913579.docx 

日 時：2022/6/1 13:32:00 

ページ：12 

 

― 12 ― 

米国ネクストビジョンファンド(為替ヘッジなし) 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2022年４月18日現在) 

＜マネー・リクイディティ・マザーファンド＞ 
 下記は、マネー・リクイディティ・マザーファンド全体(321,911千口)の内容です。 

 

(Ａ)国内(邦貨建)公社債 種類別開示 

区 分 

当 期 末 

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 
うちＢＢ格以下 
組 入 比 率 

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％  

特殊債券 
(除く金融債) 

263,000 264,091 82.0 － － － 82.0  

(263,000) (264,091) (82.0) (－) (－) (－) (82.0) 

合 計 
263,000 264,091 82.0 － － － 82.0  

(263,000) (264,091) (82.0) (－) (－) (－) (82.0) 
 

（注） ( )内は非上場債券で内書きです。 

（注） 組入比率は、当ファンドが組み入れているマザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合。 

（注） 額面・評価額の単位未満は切捨て。 

（注） 評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 

(Ｂ)国内(邦貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘 柄 
当 期 末 

利 率 額 面 金 額 評  価  額 償 還 年 月 日 
特殊債券(除く金融債) ％ 千円 千円  
第11回政府保証原子力損害賠償支援機構債 0.001 50,000 50,003 2022/５/20 
第180回政府保証日本高速道路保有・債務返済機構債券 0.734 50,000 50,271 2022/12/28 
第182回政府保証日本高速道路保有・債務返済機構債券 0.834 50,000 50,359 2023/１/31 
第39回政府保証地方公共団体金融機構債券 0.801 50,000 50,144 2022/８/15 
第40回政府保証地方公共団体金融機構債券 0.819 3,000 3,010 2022/９/16 
第41回政府保証地方公共団体金融機構債券 0.791 4,000 4,015 2022/10/18 
第42回政府保証地方公共団体金融機構債券 0.805 56,000 56,285 2022/11/14 

合 計  263,000 264,091  
 

（注） 額面・評価額の単位未満は切捨て。 

 

 

国内公社債 
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ＪＰモルガン・ファンズ―ＵＳテクノロジー・ファンド（Iクラス）（円建て） 

＜参考情報＞ 

ＪＰモルガン・ファンズ―ＵＳテクノロジー・ファンド（Iクラス）（円建て） 
＜当ファンドの仕組みは次の通りです＞ 

シェアクラス Iクラス（円建て） 

為替ヘッジを行いません。 

運用会社 J.P.モルガン・インベストメント・マネージメント・インク（米国法人） 

基本方針 主に米国のテクノロジー関連企業に投資することにより、長期的な資産

の成長を目指します。 

投資態度 ①資産の67％以上を、米国に設立されている、または主たる経済活動を米

国で行っているテクノロジー関連企業（テクノロジー、メディア、通信

サービスを含みますが、それに限りません）が発行する株式に投資しま

す。小型株式に投資することもあります。 

②資産の51％以上を、運用会社独自のESGスコアリング方法や外部データ

を用いて評価した、環境や社会要因についてプラスの特性を持ち、良好

なガバナンスを行う企業に投資します。 

③カナダの企業の株式にも投資する場合があります。 

運用報酬 純資産総額×年率0.65％ 

その他費用 運用資産の管理・保管業務等および監査業務の対価としての事務管理費

用、有価証券の売買にかかる費用、臨時で発生する費用、租税等がかかり

ます。 
 
※ 「ＪＰモルガン・ファンズ―ＵＳテクノロジー・ファンド（Iクラス）（円建て）」は決算を迎えていないため、開示

できる情報はございません。 
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マネー・リクイディティ・マザーファンド

○最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

債券組入比率 債券先物比率 純 資 産 総 額
期 中 騰 落 率

円 ％ ％ ％ 百万円
７期(2017年７月18日) 10,031 △0.0 89.5 － 167

８期(2018年７月17日) 10,025 △0.1 64.8 － 155

９期(2019年７月17日) 10,018 △0.1 68.7 － 146

10期(2020年７月17日) 10,010 △0.1 94.6 － 142

11期(2021年７月19日) 10,004 △0.1 98.5 － 142

（注）基準価額は１万口当たり。

（注）当ファンドは、特定の指数を上回るまたは連動する成果を目指した運用を行っておりません。そのため、特定のベンチマークおよび参

考指数を設けておりません。

（注）債券先物比率＝買建比率－売建比率。

○当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額

債 券 組 入 比 率 債 券 先 物 比 率
騰 落 率

(期　首) 円 ％ ％ ％
2020年７月17日 10,010 － 94.6 －

７月末 10,010 0.0 94.6 －

８月末 10,010 0.0 94.5 －

９月末 10,009 △0.0 99.4 －

10月末 10,009 △0.0 61.4 －

11月末 10,009 △0.0 59.2 －

12月末 10,008 △0.0 91.8 －

2021年１月末 10,007 △0.0 89.6 －

２月末 10,007 △0.0 89.5 －

３月末 10,006 △0.0 89.4 －

４月末 10,006 △0.0 96.6 －

５月末 10,005 △0.0 96.5 －

６月末 10,004 △0.1 98.5 －

(期　末)
2021年７月19日 10,004 △0.1 98.5 －

（注）騰落率は期首比。

マネー・リクイディティ・マザーファンド

第11期　運用状況のご報告

決算日：2021年７月19日

当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針
わが国の公社債および短期金融商品を主要投資対象とし、安定した収益の確保を図ることを目的として安
定運用を行います。

主 要 投 資 対 象 わが国の公社債および短期金融商品を主要投資対象とします。

投 資 制 限 株式および外貨建資産への投資は行いません。

マザーファンドの運用報告書につきましては、ベビーファンドの運用報告書と作成対象期間が異なる場合には、データ・コメント等に不一致が生じることがありますのでご了承ください。
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33－　　－

マネー・リクイディティ・マザーファンド

○基準価額の主な変動要因
　当ファンドにおける主なプラス要因およびマイナス要因は以下の通りです。

（主なプラス要因）
・特にありません。

（主なマイナス要因）
・日銀のマイナス金利政策の影響により、保有債券の利回りがマイナス圏で推移したことが、マイナス
要因となりました。

　短期金融市場では、日銀がマイナス金利政策を継続していることへの影響から、１年国債利回りが概
ね－0.10％をやや下回る水準で推移する展開となりました。

運用経過

期中の基準価額の推移 （2020年７月18日～2021年７月19日）

（円）

10,002

10,004

10,006

10,008

10,010

10,012

10,014

2020/７/17 2020/10 2021/１ 2021/４ 2021/７/19

投資環境 （2020年７月18日～2021年７月19日）
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34－　　－

マネー・リクイディティ・マザーファンド

　わが国の公社債および短期金融商品を主要投資対象とした運用を行いました。当期間中は、政府保証
債を組み入れました。

　当ファンドはベンチマークおよび参考指数がないため、本項目は記載しておりません。

（投資環境の見通し）
　国内短期金融市場は、日銀によるマイナス金利政策の継続が見込まれることから、主要な投資対象で
あるわが国の公社債および短期金融商品の利回りがマイナス圏での推移となり、今後も厳しい運用環境
が続くと予想されます。

（運用方針）
　わが国の公社債および短期金融商品を主要投資対象とし、安定した収益確保を目的に運用を行います。

当ファンドのポートフォリオ （2020年７月18日～2021年７月19日）

当ファンドのベンチマークとの差異 （2020年７月18日～2021年７月19日）

今後の運用方針

○１万口当たりの費用明細� （2020年７月18日～2021年７月19日）

項 目
当 期

項 目 の 概 要
金 額 比 率

円 ％

(a) そ の 他 費 用 0 0.001 (a)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（そ の 他） (0) (0.001) その他は、金銭信託支払手数料

合 計 0 0.001

期中の平均基準価額は、10,007円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。

（注）各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。

○売買及び取引の状況� （2020年７月18日～2021年７月19日）

公社債

買 付 額 売 付 額

国

内

千円 千円

特殊債券 147,949 －
(141,000)

（注）金額は受渡代金。（経過利子分は含まれておりません。）

（注）単位未満は切捨て。

（注）（　）内は償還等による増減分です。
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マネー・リクイディティ・マザーファンド

○利害関係人との取引状況等� （2020年７月18日～2021年７月19日）

　該当事項はございません。

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

○組入資産の明細� （2021年７月19日現在）

国内公社債

(Ａ) 国内（邦貨建）公社債　種類別開示

区 分

当 期 末

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率
うちＢＢ格以下
組 入 比 率

残 存 期 間 別 組 入 比 率

５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
特 殊 債 券
（除 く 金 融 債）

140,000 140,460 98.5 － － － 98.5
(140,000) (140,460) (98.5) (－) (－) (－) (98.5)

合 計 140,000 140,460 98.5 － － － 98.5
(140,000) (140,460) (98.5) (－) (－) (－) (98.5)

（注）（　）内は非上場債券で内書きです。

（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。

（注）額面・評価額の単位未満は切捨て。

（注）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

(Ｂ) 国内（邦貨建）公社債　銘柄別開示

銘 柄
当 期 末

利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日

特殊債券（除く金融債） ％ 千円 千円

第11回政府保証原子力損害賠償支援機構債 0.001 50,000 50,028 2022/５/20

第149回政府保証日本高速道路保有・債務返済機構債券 1.0 50,000 50,194 2021/11/30

第157回政府保証日本高速道路保有・債務返済機構債券 0.9 40,000 40,237 2022/２/28

合 計 140,000 140,460

（注）額面・評価額の単位未満は切捨て。
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マネー・リクイディティ・マザーファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況�（2021年７月19日現在）

項 目 当 期 末

円
(A)�資産 142,595,633

コール・ローン等 1,711,316

公社債(評価額) 140,460,352

未収利息 318,415

前払費用 105,550

(B)�負債 18

未払利息 1

その他未払費用 17

(C)�純資産総額(Ａ－Ｂ) 142,595,615

元本 142,536,794

次期繰越損益金 58,821

(D)�受益権総口数 142,536,794口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,004円

（注）計算期間末における１口当たりの純資産額は、1.0004円です。

（注）当ファンドの期首元本額は142,536,794円、期中追加設定元

本額は0円、期中一部解約元本額は0円です。

（注）当親ファンドを投資対象とする投資信託の当期末元本額は、

以下の通りです。

欧州ハイ・イールド債券オープン（毎月決算型）ユーロコース

94,638,188円

欧州ハイ・イールド債券オープン（毎月決算型）円コース

26,700,315円

米国優先リートオープン（毎月決算型）（為替ヘッジなし）

13,944,816円

アジア　ハイ・イールド債券オープン（為替ヘッジなし）

2,483,390円

欧州ハイ・イールド債券オープン（１年決算型）ユーロコース

2,369,068円

米国優先リートオープン（毎月決算型）（為替ヘッジあり）

1,295,140円

欧州ハイ・イールド債券オープン（１年決算型）円コース

603,537円

アジア　ハイ・イールド債券オープン（為替ヘッジあり）

502,340円

○損益の状況� （2020年７月18日～2021年７月19日）

項 目 当 期

円

(A)�配当等収益 1,398,176

受取利息 1,401,097

支払利息 △    2,921

(B)�有価証券売買損益 △1,487,951

売買損 △1,487,951

(C)�その他費用等 △������826

(D)�当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △���90,601

(E)�前期繰越損益金 149,422

(F)�計(Ｄ＋Ｅ) 58,821

次期繰越損益金(Ｆ) 58,821

（注）損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は、期末の評価換え

によるものを含みます。

○投資信託財産の構成� （2021年７月19日現在）

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
公 社 債 140,460 98.5

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 2,135 1.5

投 資 信 託 財 産 総 額 142,595 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨て。

＜お知らせ＞
　該当事項はございません。
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